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圖
Gillo  Dorfles: 

 Gute Industrieform  and ihre Aesthetik, 

 Miinehen 1964 

  Original  title: 
     disegno industriale  e la sua estetica, 

  Bologna

日本 で も外 国 で も、 デ ザ イ ンの 技法 書 は 多 く あ るが 、理 論 書 は少 な い 。 その

数 少 な い翠 諦 書 の 中 で、 古 典 と な って きた の は 、 この夏 に死 ん だハ ーバ ー ド

リー ドゐ 「土 業 美術(邦 訳 題 イ ン ダス トリ ア ル ・デザ イ ン)」で あ っ た。1932年

に初 版 が出 た この 本 は、 そ の後 数 回改 訂 され た と は い え、理 論 的 前 提 の点 で年

代 的 に 制約 され て い る こ とは 明 らか で あ る。 イ ン ダス トリァ ル ・デ ザ イ ン とい

う邦 訳 題 につ られ て こ の本 を 読 み は じめ た 読 者 は 、 こ の本 の例 に陶 磁 器 、 ガ ラ

ス 器 な ど手 工 芸 品 で あ る もの 力注 に と り あ げ られ て い るの をみ て 、 恐 ら く面 く

ら うだ ろ う。

こ の よ うな現 実 との くい ちが い に対 し、 か つ こ こ か ら出発 して 、 それ を訂 正.

す るよ うな立 場 の理 論 が で て くる の は、1960年 代 の今 日 に お い て は 当然 で あ ろ

う。 こ こ に と りあ げ る ジ ルロ ・・ドル フ レ ス の 「工 業 デ ザ イ ン と その 美学 」 は、

は っ き り と リー ドの理 論 を訂 正 す る こ と を 目的 に して 書 か れ た もの で あ る。

リー ドの理 論 的 背 景 に は、 ギ ー デ ィオ ン(主 著 「空 間 ・時 間 ・建 築 」 の初 版

は1941年 で あ る が、 その 基礎 とな っ た 「フ ラ ンス の新 建 築 」 は1928年 に 出 て い

る)、 ペ ヴ ス ナ ー(主 著 「モ ダ ン デザ イ ンの 展 開」 の初 版 は1936年)さ ら にグ ロ'

ピウ ス のバ ウハ ウ ス(1919年 ～1928年)な どギ あ る とす れ ば、 ドル フ レス の 背

景 に は 、 ベ ンゼ(「 美 学 」1954)、 モ ー ル(匚 晴報 理 論 と美 的 知 覚 」1958年)さ
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らに は マ ル ドナ ー ドの ウ ル ム造 形 大 学(1958年 ～1967年)の 動 きが あ る と い え

う。

著 者 ジ ル ロ ・ ドル フ レス は1910年 生 まれ 、 現 在 イ タ リア の トリエ ス テ 大 学 の

美学 の 教 授 で あ る。 その 活 動 は 巾広 く、著 作活 動 ば か りで な く、 讖 寅や 会 議 に

よ く出 席 して い る 。主 著 は 「芸 術 技術 論 」(1952)で あ る が、 ほ か に デ ュ ー ラ

ー
、 フ ァイ ニ ン ガ ー 、 ヴ ォル ス な どの作 家 研 究 か ら、 「趣 昧 の変 化 」 「芸術 の

生 成」 「現 代 芸 術 の傾 向」 な どの 芸術 学 の 論 文 、 さ ら に は 「現 代 建 築 に お け る

バ ロ ック」 厂現 代 嬉 築」 な ど建 築 の本 も書 いて い る。 最 近 で は、「シ ンボ ル ・コ

ミュニ ケ ー シ ョ ン ・消 費」(1962年)と い う本 で 、 ドイ ツの ベ ンゼ に な らって デ

ザ イ ン理 論 に と り くん で い る。 こ こ に と り あ げ る本 書(原 著)も 、 恐 ら くこの 本

と あ い前 後 して 出版 きれ た もの ら しい。

さて 、 本 書 の 主 眼 点は 、 前述 した よ うに 、 リ ー ドが 手 工 芸 を苞 含 す る工 業 美

術 論 を展 開 したの に対 して 、手 工 芸 と建 築 を除 外 す る よ うな工 業 デ ザ イ ン論 で

あ る。 建 築 を 除 外 す る と い う点 で は、.同 じイ タ リ ア(ロ ー マ 大 学)の ア ル ガ ン

の理 論 に対 置 す る もの で も あ る。

本 書 の位 置 づ け は お お よ そ以 上 の と お り。 次 に 内容 に移 る。 ドル フ レス に よ

る と、 工 業 デ ザ イ ンの条 件 は次 の3つ で あ る。1)量 産 の可 能 性 が あ る こ と

,2)機 械 製 品 で あ る こ と3)前 も っ て行 わ れ る設 計 に含 まれ て い て 、 あ と

で手 で 加 工 で き な い よ う な美 的要 素 が 存 在 す る こ と。 工 業 デ ザ イ ンは この3点

にお いて 、 手 工 芸 か ら完 全 に分 離 され 、 量(Serie)と 標 準(Standard)と が 尸

大 き な意 味 を もっ よ うに な る。 しか し、 手 工 芸 や 建 築 が 除 外 され て い る とは い

え、 この 限 りで は ア ル ガ ンやバ ウハ ウス の 理 論 と ま だ さほ ど次 元 を異 にす る わ

けで は な い。

著 者 が ベ ンゼ や モ ー ル と同 じ次 元 に来 る の は 、 工 業 デ ザ イ ン を手 工 芸 の よ う

な作 品 の 質 の 立 場 か ら眺 め るの で な く、情 報 理 論 的 立 場 か らア プ ロ ーチ す る と

きで あ る。 い い か え る と、作 品(な い しは製 品)は 用 即 美 と い っ た立 場 か らで
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は な く、機 能 等 を表 現 し伝 達 す る情 報 の 立 場 か ら把 握 され る と きで ある 。

こ の立 場 を とる こ と に よ っ て生 じる い ち ぢ る しい現 象 は 、 ス タ イ リ ングや 流

行 を肯 定 す る こ とで あ る。 リ ー ドの立場 か らは 、 こ れ らは絶 対 に肯 定 で きな い

こ とで あ っ た。 かつ て イギ リス の 建 築 評 論 家 バ ンハ ム は ス タ イ リ ング を民衆 芸

術 と よ ん で 、 肯 定 しよ うと した(1955年)。 ドル フ レス は これ を うけて 、ス タ イ

リ ン グ の も うひ とつ の ポ ジテ ィ ヴ な側 面 、 つ ま り生 産 一 販 売 一消 費 とい う経 済

的 側 面 に注 目 し、 そ こ に製 品 の 美学 と生 産 と を結 合 す る媒 介 的 な性格 を見 出 し

て い る。 ス タイ リ ン グ の この 性 格 は 、工 業 製 品 に一 般 的 な もの で あ って 、 ア メ

リ カ にの み 固有 の現 象 で は ない。 ソ連 に もや が て ス タ イ リ ン.グが現 われ るだ ろ

う とい って い る。

っ つ いて 著 者 は、 宣伝 、模 倣 、 チ ー ム ワ ー ク、 市 場 調 査 等 にっ い て のべ た あ

と、 工 業 デ ザ イ ンの 分類 を試 みて い る。 こ こ で も著 者 は 、将 来 用 途 を もた な い

もの で 量 産 され る もの が あ らわれ る と い っ て い る 。 こ れ は プ ロ グ ラマ テ ィック

な 品 物 とか 作 品 と か よ ば れ て い る が、要 す る に美 的側 面 だ け を追 求 した もの だ

とい う・ 将 来 の もの だ か ら、例 は あが って い な い が 、 面 白 い問題 の よ うだ 。

最 後 の 課 題 、教 育 、 そ れ に付 録 の歴 史 の章 に は と も に特 に と り あ げ るべ き問

題 は な い。手 工 芸 と工 業 デ ザ イ ンと を は っ き り と わ け る著 者 の立 場 か らす れ ば 、

工 業 デ ザ イ ンの成 立 は1930年 前後 の ア メ リ カ で あ る は ず だ が 、(林進 編 「現 代 デ

ザ イ ン を考 え る」を見 よ)、 や は りウ ィ リ ア ム ・モ リス か らは じめ て い る の はや

や あ い まい だ と い え よ う。

と に か く本 書 の 論 点 は何 と い っ て も、最 初 に あ げ た よ うに 、情 報 理 論 を も と

り入 れ て工 業 デ ザ イ ン を新 た な角 度 か ら と りあ げ 、 そ れ に よ って 工 業 デ ザ イ ン

の 範 囲 を明 確 に し、 現 象 と して の ス タイ リ ン グ に も新 しい ポ ジテ ィ ヴ な性 格 を

見 出 して い るこ と に あ る 。 た だ 、本 書 はエ ッセ イ風 で あ っ て 、 これ らは ス ケ ッ

チ に と ど ま っ て い る 。 こ の理 論 の精 緻 な展 開 は 「シ ンボ ル ・コ ミュニ ケ ー シ ョ

ン ・消 費 」 に ゆ ず られ て い る よ うだ。
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本書の原著 はイタリァ語である。原著 とて らしあわせたわけではないが、 ド

イツ語本は理解 しにくい。原著が難解なのか、 あるいは訳者がデザイン理論に

あまり通 じていないかのどちらかであろうげまた図版 も、大き く枚数 も多いが、

そのわ りに本文 とまったく無関係であるのは、お しいことだ といわざるをえな

い。ただ参考文献 には、イタリァ以外にも目新 しいものが多 く、 この方面では 丿

大いに参考となる本である。

大阪芸術大学 宮 島 久 雄
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